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なぜ私たちの体は一見左右対称なのだろうか？この左右対称性は体づくりのデフォルトなのだろうか？脊椎
骨などに代表されるように、脊椎動物の体は分節性を示す。分節性の基礎になる体節は、その形成過程から高
い左右対称性を示す。体節は、体の正中線の左右に存在する未分節中胚葉（PSM）の頭側がくびれ切れること
で形成されるが、くびれ切れる位置及びタイミングが左右で揃っているのである。また、体節形成の位置とタ
イミングを司る、分節時計も左右で高い対称性を示す。20 年近く前、体節・分節時計の左右対称性にレチノ
イン酸シグナリングが必須であることが複数のグループから報告された。レチノイン酸関連遺伝子変異体で、
体節や分節時計遺伝子の発現パターンが左右非対称になることが示されたのである。興味深いことに、変異体
では必ず「左側」の体節形成が進んでいる、というバイアスが存在する。これは、体節形成は左側が進んでい
るのがデフォルトで、左右対称性を達成するにはレチノイン酸を介したメカニズムが必要であることを示唆し
ている。体節の左側バイアスは何に由来するのか？レチノイン酸を介して左右対称性を保証するメカニズムは
どのようなものか？これらの問いに迫るため、私たちは体節形成初期のマウス胚ライブイメージング、胚レベ
ルでの流体シミュレーションの系を確立した。本セミナーでは、これらの結果を紹介するとともに、分節時計
のダイナミクスを力学系の視点から議論したい。 
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